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施策について



スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

平成３０年度第２次補正予算 ６,１５３百万円

○ 生産額を１割以上増加又は生産コストを２割以上低
減させる技術体系の確立につながります。

１．スマート農業技術の開発・実証
○ 実用化・量産化の手前にあるロボット・ＡＩ・Ｉｏ

Ｔ等の先端技術を、生産現場において、生産から出荷
まで一貫した体系として導入・実証し、経営効果を明
らかにする取組を支援します。
また、生産現場が抱える課題の解決に必要な要素技

術を現場に導入し、技術・経営の効果を実証する取組
等を支援します。
併せて、スマート農業と連携しつつ、栽培体系の高

度化等を図るための生産・加工・流通関連技術の開発
を支援します。

２．社会実装の推進のための情報提供
○ （国研）農業・食品産業技術総合研究機構が、収集

したデータを基にした技術面・経営面からの分析・解
析を行います。また、これらの分析・解析結果を踏ま
え、先端技術の導入による最適な技術体系を検討し、
情報提供を行います。
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耕起・整地 移植・直播 ⽔管理 栽培管理 収穫経営管理

⾃動⾛⾏トラクタ ⾃動⽔管理システム ドローンを活⽤した
リモートセンシング

⾃動運転⽥植機 収量コンバインによる
適切な栽培管理

見える化

経営管理システム

スマート⼀貫体系のイメージ（⼤規模⽔⽥作）

リモセン

収穫ロボット

⾃動給餌器による⺟豚飼養管理の省⼒化

要素技術の例

ドローン等を活⽤した作物⽣育、環境情報のセンシング

⾃動⾛⾏トラクタによる有⼈機・無⼈機の協調作業

先端技術導⼊による最適な技術体系を確⽴

農林水産省



スマート農業加速化実証プロジェクト

平成３１年度予算概算決定額 ５０５百万円（平成３０年度予算額 － ）

○ 農業の担い手のほぼ全てがデータを活用した農業を
実践することが可能になります。

１．最先端技術の導入・実証
○ （国研）農業・食品産業技術総合研究機構、農業者、

民間企業、地方公共団体等が参画して、スマート農業
技術の更なる高みを目指すため、現在の技術レベルで
最先端となるロボット・AI・IoT等の技術を生産現場に
導入し、理想的なスマート農業を実証する取組を支援
します。

２．社会実装の推進のための情報提供
○ 得られたデータや活動記録等は、（国研）農業・食

品産業技術総合研究機構が技術面・経営面から事例と
して整理して、農業者が技術を導入する際の経営判断
に資する情報として提供するとともに、農業者からの
相談・技術研鑽に資する取組を支援します。

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

資金の流れ 期待される効果

「スマート農業」の社会実装を加速化

収量コンバインによる
適切な栽培管理

生産から出荷までの先端技術の例

経営管理システム

経営管理収穫

耕起・整地

⾃動⾛⾏トラクタの
無⼈協調作業
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ドローンによる⽔稲直播

移植・播種
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⾃動⽔管理システム
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栽培管理

ドローンを活⽤した
リモートセンシングと施肥

施肥

トマト収穫ロボット
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